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あなたの気づきが日本を救う！
参政党とは、「仲間内の利益を優先する既存の政党政治では、私たちの祖先が守ってきたかけがえのない日本がダメになっ

てしまう」という危機感を持った有志が集まり、ゼロからつくった政治団体です。特定の支援団体も、資金源もありません。同

じ思いをもった普通の国民が集まり、知恵やお金を出し合い、自分たちで党運営を行っています。

プロフィール 1975年京都市生まれ。高校卒業後飲食店等勤務。2001年結婚。息子二人の4人家族。日常の生活の中で日本の食の安全が守られていないことや、子供の不登校を通じ現在の教育の在り方にも疑問を感じる。

つ
の
重
点
政
策

2枚目の投票用紙の

には、

全国比例 か と お書きください。
略称：参政

「参政党比例候補者名」

「

参政党」

学力（テストの点数）より

学習力（自ら考え自ら学ぶ力）の高い日本人の育成。

化学的な物質に依存しない食と医療の実現

と、それを支える循環型の環境の追求。

日本の舵取りに

外国勢力が関与できない体制づくり。国のまもり

子供の教育

食と健康、環境保全
参
政
党
Ｈ
Ｐ

た
か
の
ゆ
り
こ
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（１）

６６６つの地方創生
見せよう地域の底力

❶ 地域の特色を生かした産業振興

❷ デジタルモデル都市を岡山から

❸ 次代を担う人づくり

❹ 地域医療の充実で安全安心な生活

❺ 国策として地域公共交通の確保

❻ 抜本的な鳥獣被害対策を国策で
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16 

年
の
市
長
経
験
で
、

岡
山
か
ら
国
を
変
え
る
！

無所属

前玉野市長

　
予
測
困
難
で
先
行
き
不
透
明
な
国
内
外
の
社
会
情
勢
に
あ
っ
て
、

地
方
自
治
体
の
首
長
と
し
て
16 

年
間
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
で

「
地
方
予
算
」
を
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
、「
思
い
切
っ
た
行
財
政
改
革
の
実
行
」
「
限
ら
れ
た

財
源
の
有
効
活
用
」「
知
恵
と
汗
で
公
共
施
設
の
再
編
整
備
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
」を
一
つ
ひ
と
つ
、
着
実
に
実
行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
績
を
生
か
し
て

国
政
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

防
衛
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、
経
済
、
食
料
な
ど

広
義
の
安
全
保
障
政
策
に
万
全
を
期
し
、

国
民
の
生
命
、
財
産
、
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

安

全

保

障

多
様
な
価
値
観
や
生
き
方
を
認
め
、

す
べ
て
の
人
に
居
場
所
と
出
番
の
あ
る

共
生
社
会
を
構
築
し
ま
す
。 

共

生

社

会

防
災
・
減
災
対
策
の
予
算
を
確
保
し
、

被
災
時
の
自
治
体
の
裁
量
権
を
拡
大
し
ま
す
。

防
災
・
減
災

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）に
よ
る 

生
産
性
向
上
、
事
業
主
の
社
会
保
険
負
担
軽
減

な
ど
で
、
給
料
の
上
が
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。 

経

済

対

策

子
育
て
支
援
、
持
続
可
能
な
年
金
、

障
が
い
者
福
祉
な
ど
社
会
保
障
を
充
実
し
ま
す
。 

福

祉

政

策

昭和57年  岡山県立玉野高等学校  卒業

昭和62年  専修大学 法学部 法律学科  卒業

昭和62年4月～平成6年7月

衆議院議員 加藤六月事務所

平成7年5月1日～平成17年10月9日

玉野市議会議員

平成17年10月29日～令和3年10月28日

玉野市長（4期）

岡山県市長会  元会長

中国市長会  元会長

全国市長会  元副会長
全国市長会  前相談役 

 

■学 歴

■職 歴

■公 職
■市長会関係

■その他

岡山県水難救済会  会長

岡山県国民年金基金  前理事長

岡山県後期高齢者医療広域連合  前連合長

岡山県防犯協会  前理事長

岡山県土地改良事業団体連合会  前副会長  

 

■主な公職

玉野高等学校硬式野球部OB会 副会長

黒田すすむ プロフィール（昭和38年8月23日生）

【
国
の
基
本
方
針
へ
の
取
組
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
し
て
い
ま
す
！
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（
こ
の
選
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報
は
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補
者
か
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れ
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稿
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（２）

令和4年7月10日（日）

参議院 　　　　　投票日岡山県選挙区選挙
比 例 代 表 選 挙

投票時間  午前７時から午後８時まで
ただし、一部の地域で、この時間と異なる場合

もありますので、入場券でお確かめください。〔　　  　　　　　　〕

き

み

プロフィール PROFILE

昭和57年12月7日生まれ、
岡山県瀬戸内市邑久町虫明出身。
旧邑久町立裳掛小学校卒、清心中学校卒、
清心女子高等学校卒、拓殖大学政経学部
政治学科卒。
ゲーム・CD制作会社にて広報プロモー
ション、制作担当。
平成23年 東京都北区議会議員に当選。
平成27年 ２期目当選。
平成28年 参議院岡山選挙区で初当選。
令和2年 菅内閣にて法務大臣政務官を務
める。
現在は自民党政務調査会副会長、過疎対策特
別委員会事務局次長、少子化対策調査会幹
事、参議院農林水産委員会委員等を務める。

http://onodakimi.com/

5つ
の本気

未来を創る

小野田 紀美

本気！本気！本気！
▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

子供の貧困対策に力を入れ、格差のない教育機会の実現
幼児教育の充実、保育の待機児童解消と病児保育環境拡充
教育のICT化推進
子供を犯罪から守る日本版DBSの実現

※DBSとは保育教育現場等に
　性犯罪者が入りこめないようにする仕組み

子供たちの未来に、

本気！本気！本気！
西日本豪雨災害からの復興、事前防災に基づく国土強靭化の推進
日本の平和、主権と領土を守る外交・安全保障政策
全ての世代が安心できる医療・福祉環境づくり
緊急事態への対応をはじめ、実態と時代に合った憲法改正

安全安心な暮らしに、

本気！本気！本気！
地域企業、中小企業のものづくりなどを支援し、世界で勝ち抜ける日本へ
将来を展望でき、世代を繋いで持続可能な農林水産業の実現
時代の変化に対応できる人材育成・リカレント教育推進
日本が世界に誇る文化芸術を応援し、表現の自由を守り抜く

▶

▶

▶

▶

日本の活力に、

本気！本気！本気！
デジタル田園都市国家構想を強力に推進し、地域の課題解決を
地域医療と地域包括ケアの維持と共に、
遠隔医療も推進し医療アクセスを確保
GIGAスクール構想を前に進め、地域格差のない教育を
農林水産業や事業における人手不足を補える機械化・ICT化のサポート
デマンド交通やドローンなども活用し、交通不便地域の暮らしを支える
管理できない土地の国庫帰属も含め、実態に合った土地利活用策を

▶

▶

▶

▶

▶

▶

地方創生に、

本気！本気！本気！
広域連携を後押しし、地域内経済循環を強化
動物の殺処分や虐待を防止する政策推進で岡山に暮らす動物達も守る
岡山の地域に合った再生可能エネルギーの推進と、
分散型エネルギー社会の実現
岡山ブランドを全国に発信！岡山を全力PR！

▶

▶

▶

▶

ふるさと岡山の未来に、

その他、政策８つの柱など

詳細は公式サイトを

ご覧ください

Official
website

公認

比例代表選挙では、「自民党比例代表候補者名」もしくは「自民党」とお書きください。

自民党

小
野
田
紀
美

�「国連憲章守れ」─全世界が団結して 
ウクライナ侵略をやめさせよう�

�

��東アジアに平和をつくる �
� 「外交ビジョン」を提案�
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�
�

� ��生涯１億円もの差がある男女の賃金格差なくす。 
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��������������������

1983年生まれ。県立倉敷青陵高校、島根大学教育学

部卒。倉敷市立葦高小学校講師、矢掛町立小田小学校、

浅口市立鴨方東小学校教諭。倉敷市在住。家族：両親

(父は共産党元倉敷市議)、弟 

略
歴

円安で大儲けをあげている大企業、資産を増やす富裕

層に応分の税金を払ってもらい財源にします。 

８年間の「アベノミクス」で増え、内部留保は467兆

円に。これに課税した財源で中小企業を支援し、賃金

を上げます。最低賃金は時給1500円にします。 

●年金削減ストップ、年金の底上げ。●高齢者の医療費

２倍化は中止。●大学の学費半分、入学金廃止。給付奨

学金の抜本的拡充。●義務教育の学校給食は無償に。 

�������������������������

��������������������

いま自民党は「敵基地攻撃」を叫び、「指揮統制機

能等」も攻撃対象にすると言い出しています。全面

戦争にのりだすようなことは許しません。 

自民党は軍事費を今の２倍、11兆円以上に増額する

計画。これでは暮らしを押しつぶしてしまいます。 

東南アジアを平和と協力の地域につくりかえた東
南アジア諸国連合と協力して、米国、日本、中国
なども参加した「東アジアサミット」という平和
の枠組みを発展させて、東アジアを平和の地域に。 

党
を
つ
く
っ
て
１
０
０
年

自
由
と
平
和
。
ま
っ
す
ぐ
、
つ
ら
ぬ
く
。

党
を
つ
く
っ
て
１
０
０
年

自
由
と
平
和
。
ま
っ
す
ぐ
、
つ
ら
ぬ
く
。
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歳
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